
(1)平成14年 4月 1日 健康と光線 N,305

を
正
常
化
す
る
た
め
で
す
が
、
胃
腸

病
を
根
本
か
ら
治
す
に
は
、
光
線
で

光線の生理作用の一断面

卜
、
胃
酸
の
分
泌
を
促
し
、
正
常
な

嬬
動
運
動
能
を
高
め
る
。

２
、
胃
粘
膜
細
胞
を
保
護
す
る
粘
液

の
産
生
と

分
泌

（重
炭
酸
イ
オ

ン
）
を
促
し
、
過
度

の
胃
酸

の

分
泌
を
抑
制
す
る
。

３
、
胃
腸
の
微
小
血
液
循
環
を
促
進

し
、
粘
膜
血
流
量
を
増
加
さ
せ

る
。

４
、
胃
腸
の
粘
膜
細
胞
の
細
胞
回
転

を
促
進
し
再
生
を
促
進
す
る
。

５
、
免
疫
機
能
を
調
整
す
る
。

で
す
。
殊
に
胃
酸
の
分
泌
を
促
し

食
欲
を
克
進
さ
せ
る
ヒ
ス
タ
ミ
ン
は
、

有
用
な
作
用
を
及
ぼ
し
ま
す

）^

自

律

神

経

機

能

の

調

整

胃

・
十
二
指
腸
演
瘍
を
ス
ト
レ
ス

漬
瘍
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

ス
ト
レ
ス
は
自
律
神
経
を
介
し
て
胃

腸
病
変
に
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い

ま
す
。
す
な
わ
ち
ス
ト
レ
ス
で
自
律

神

経

が
異
常

な
刺
激
状

態

に
陥
る

と
、
胃
粘
膜
の
血
流
障
害
、
内
因
性

プ

ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
ジ

ン
の
生
成

の
抑

制
で
粘
膜
保
護
作
用
の
あ
る
粘
液

の

産
生
と
分
泌
の
減
少
、
細
胞
回
転

の

抑
制
な
ど
の
悪
影
響
を
及
ぼ
す
か
ら

で
す
。

一
方
、
春
の
陽
光
を
浴
び
た
夜
は

寝
心
地
が
よ
く
夜
が
明
け
て
も
目
覚

め
な
い
こ
と
を
、
　

″春
眠
暁
を
覚
え

ず
″
と
詠
ん
だ
歌
人
が
い
ま
す
が
、

春
の
陽
光
は
メ
ラ
ト

ニ
ン
の
分
泌
を

抑
制
し
て
日
内
リ
ズ
ム
を
調
整
し
深

い
眠
り
に
誘
い
ま
す
。
こ
の
表
現
か

ら
も
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
よ
う
に
、
光

線
に
は
自
律
神
経
系
機
能
を
調
節
し

て
リ
ラ
ク
ゼ
イ
シ

ョ
ン
さ
せ
る
効
果

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
副
腎
皮
質

ス
テ

ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
を
促
し
、

ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
抵
抗
力
を
高
め

る
作
用
も
あ
る

の
で
す
。

春

の
陽

光

と

恵

み

「
春
が
来
た
、
春
が
来
た
、
ど
こ

に
来
た
、
山
に
来
た
、
里
に
来
た
、

野

に
も
来
た
」
、

は
小
学
唱
歌

の

一

節
で
す
が
、
青
葉
が
萌
え
る
春
に
な

り
、
山
で
、
里
で
、
野
で
春
の
陽
光

を
浴
び
る
と
、
息
を
吹
き
返
し
た
よ

う
な
心
地
よ
い
気
分
に
な
り
ま
す
。

春
に
は
日
差
し
が
強
ま
り
日
照
時
間

が
長
く
な
る
た
め
、
冬
の
光
線
不
足

に
よ
る
生
理
機
能

の
衰
え
を
補
い
、

憂
鬱
な
気
分
を
解
消
し
て
浮
き
浮
き

と
楽
し
い
気
分
に
し
て
く
れ
る
か
ら

で
す
。
事
実
、
光
線
が
不
足
す
る
と

あ
ら
ゆ
る
機
能
が
低
下
し
ま
す
が
、

光
線
を
補
う
こ
と
で
ゆ
が
ん
だ
平
衡

状
態
を
改
善
し
て
生
命
力

（自
然
治

癒
力
）
を
高
め
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
冬

の
間
に
不
足
し
た
光
線

を
春
の
陽
光
で
補
う
、
こ
れ
こ
そ
が

春
の
最
大
の
恵
み
な
の
で
す
。

ち
な
み
に
春

の
陽
光
を
四
季
を
問

わ
ず
屋
内
で
使
え
る
の
が
サ
ナ
モ
ア

光
線
療
法
で
す
。
サ
ナ
モ
ア
は
健
康

増
進
、
虚
弱
体
質

の
改
善
、
病
気
の

予
防
、
慢
性
病
の
治
療
等
々
、
幅
広

く
応
用
し
て
頂
い
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
健
康
と
関
係
が
深
い
胃
腸
の
機

能
に
及
ぼ
す
生
理
作
用
に

つ
い
て
考

察
し
ま
す
。

胃

腸
粘

膜

の
保

護

作

用

″食

っ
て
、
垂
れ
て

（大
便
を
す

る
）
、
寝
る
〃
が
健
康

の
三
要
件
と

言
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
言
い
得

て
妙
で
、
何
れ
も
健
康
に
欠
か
せ
な

い
要
件
で
あ
り
、
闘
病
生
活
で
も
根

幹
を
な
す
も
の
で
す
。
そ
こ
で
ま
ず

光
線
が
胃
腸
機
能
に
及
ぼ
す
作
用
を

総
括
し
ま
す
。

サ
ナ
モ
ア
愛
用
者
な
ら
、
腹
痛
が

光
線
を
腹
部
に
照
射
す
れ
ば
治
る
こ

と
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
は
光
線
を
腹
部
に
照
射

し
暖
め
る
こ
と
で
胃
腸
の
嬬
動
運
動

生

成
さ
れ
る

生

理
活
性

物
質

の

ヒ

ス
タ
ミ

ン
、

プ

ロ
ス
タ

グ

ラ

ン
ジ

ン
、

キ

ニ

ン
、

プ

ラ

ス
ミ

ン
な
ど
や

ビ
タ

ミ

ン
Ｄ

の
相

乗

効

果
で
、

胃
腸

の
粘

膜
を
保

護

し
、

胃
腸

の
働

き
を

正
常

に
し

な

け
れ
ば

な
り

ま

せ
ん
。

そ

の

光
線

の
作

用
を

要
約
す
る
と
、

壁

細
胞

に
作

用

し

て
胃
壁

を

保

護

す

る

プ

ロ
ス
タ

グ

ラ

ン
ジ

ン

の
合

成

を

促

し

、

胃
酸

か

ら

胃
壁

を

保

護

す
る

こ
と
が

明

ら
か

に

さ

れ

て
い
ま

す
。

こ
の
よ
う
な
フ
ィ
ー

ド

バ

ッ
ク

シ

ス
テ

ム

に
基

づ

く
保

護

作

用
は

、

胃

。
十

二
指

腸

潰

瘍

の
治

療

や
プ

ロ
ス
タ

グ

ラ

ン
ジ

ン
の
合

成

を

抑
制

す
る

消

炎

一胃腸機能に及ぼす影響一
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鎮
痛
剤
の
副
作
用
の
予
防
に
有
効
で

す
。
ま
た
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
関
わ
る
免

疫
機
能
調
整
作
用
は
、
感
染
が
関
与

す
る
胃
腸
疾
患
や
免
疫
異
常
が
疑
わ

れ
る
炎
症
性
腸
疾
患
な
ど
の
治
療
で
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慢性関1節|■‐ウ|ヤ |‐チ

サナモア光線治療饒

難長■医学博士|‐ 1宇1都1宮‐■工範

症 例 :52歳、女性。
主 訴 :両倶」1■に多 関節 (手指 、 肘 、 肩 、 膝 、

足 関 節 )に 生 じた 痛 み 。 両 側 手 指 関 節
の腫脹。起 床 時、両手 の こわ ば り。

起 始 。経 過 :約 1年前 に 、 両 側手 指 の 関節 の
痛 み と腫脹 に気が 付 いた。 そ の後 、痛 み

両 側 の 足関 節 や 膝 関 節 に も認 め た

ため、近医を受診 した ところ、 リウマチ

反応陽性で、慢性関節 リウマチ と診断さ

来 院 時 、 痛 み に対 し鎮 痛 剤 を 内

服 して い た 。

治療 :①右 側臥位 にて 4灯照射 、 30分。
膝 (BD)、 足 関節前 面 (AB)、 頚部

(BD)、 足裏 (AB)を照射。
② 座 位 にて 20分。 両 側 手 背 (AB)、 両 倶」

足関節 側面 (BD)を照 射。
来 院 時 、 特 に痛 み が 強 い部 位 を集 中

的に照射 した。

経 過 :在宅 で の 光 線 治療 を毎 日続 けな が ら、
月 に 3回来 院 し、全 身 治 療 を施 行 した。
当初 、関節痛 のた め、鎮痛剤 (ポ ンター

ル )を 一 日 2錠内服 して いた が 、 光 線
療 法 開始 後 、 痛 み は軽 減 した た め 、 鎮

痛 剤 を 内服 せ ず に過 ご して いる。 時 に

関 節 痛 や 関節 の腫 脹 も認 め られ る

が、骨・ 軟骨の破壊 による関節 の変形

はみられない。

病

気

の
解

説

慢
性
関
節
リ
ウ

マ
チ
は
、
関
節
を

包
む
滑
膜
の
炎
症
で
始
ま
る
非
化
膿

性

の
多
発
性
関
節
炎
で
、
発
症
年
齢

は
、
２０
歳
か
ら
４０
歳
代
に
多
く
、
男

性
の
Ｏ

。
一
％
、
女
性

の
０

・
八
％

に
み
ら
れ
ま
す
。
一柄
因
は
、
来
だ
不

明
な
点
が
多
く
、
遺
伝
的
素
因
に
何

ら
か

の
外
因
が
作
用
し
て
発
症
す
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
関
節
内

に
お
い
て
、
自
己
の
抗
原
に
対
す
る

抗
原
特
異
的
な
免
疫
応
答
が
お
こ
り
、

様
々
な
過
程
を
経
て
、
慢
性
炎
症
が

成
立
す
る
こ
と
が
主
な
病
態
と
い
え

ま
す
。
ま
た
進
行
す
る
と
、
滑
膜
組

織
の
増
殖
が
促
進
さ
れ
て
パ

ン
ヌ
ス

を
形
成
し
、
軟
骨
お
よ
び
骨
組
織
を

破
壊
し
、
関
節

の
変
形
を
生
じ
る
た

め
、
日
常
生
活
に
重
大
な
支
障
を
き

た
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。

臨
床
症
状
は
、
関
節
に
み
ら
れ
る

症
状
と
全
身
症
状
に
分
け
て
と
ら
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（）
前
者
は
、
関

節
の
疼
一涌
や
腫
脹
、
手
の
こ
わ
ば
り

や
変
形
な
ど
が
主
体
で
す
が
、
後
者

の
全
身
症
状
に
は
、
貧
血
、
発
熱
、

全
身
倦
怠
感
、
発
汗
、
体
重
減
少
、

リ
ン
パ
節
腫
大
、
皮
下
結
節
な
ど
多

彩
な
症
状
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

病
状

の
経
過
も

一
様
で
は
な
く
、
治

療
を
受
け
て
症
状
消
失
後
、
長
期
に

わ
た
り
再
発
が
み
ら
れ
ず
に
経
過
す

る
タ
イ
ブ
、
病
状
が
寛
解
と
増
悪
を

繰
り
返
す
タ
イ
プ
、
進
行
性
に
経
過

し
骨
や
軟
骨
が
破
壊
さ
れ
、
高
度
な

変
形
を
き
た
す
タ
イ
ブ
な
ど
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

病

気

と

光

線

療

法

慢
性
関
節
リ
ウ

マ
チ

の
代
表
的
な

症
状
で
あ
る
多
発
性
関
節
痛
に
対
し

て
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
が
有
効
で

あ
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
光
線
療
法
の
深
部
温
熱
作
用

に
よ
る
消
炎
鎮
痛
効
果
は
、
速
や
か

に
痛
み
を
軽
減
し
ま
す
（）
本
症
例
も

光
線
療
法
開
始
後
、
そ
れ
ま
で
内
服

し
て
い
た
鎮
痛
剤
を
使
わ
な
く
て
も
、

日
常
生
活
を
お
く
る

こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
慢
性
関

節
リ
ウ

マ
チ
の
場
合
、
特
に
朝
方
関

節
の
痛
み
が
強
く
、
関
節
が
こ
わ
ば

っ

て
動
き
に
く
い
の
で
す
が
、
起
床
し

た
際
に
光
線
療
法
を
行
え
ば
、
比
較

的
、
短
時
間
で
手
指
の
関
節
が
動
か

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
光

線
療
法
を
長
期
間
継
続
す
る
こ
と
に

よ

っ
て
、
関
節
の
変
形
を
予
防
す
る

効
果
も
期
待
で
き
る
の
で
す
。

時
に
、
慢
性
関
節
リ
ウ

マ
チ
と
い

う
疾
患
と
は
、
生
涯
付
き
合
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

当
然
、
治
療
期
間
は
長
く
な
り
ま
す

か
ら
、
薬
物
療
法
に
よ
る
副
作
用
の

問
題
は
、
避
け
て
通
る

こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
中
で
す
か
ら
、
慢
性
関
節
リ

ウ

マ
チ
の
治
療
に
は
、
副
作
用
の
な

い
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
を
根
気
良
く

続
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
．
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第
六
期

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師

養
成
講
座
の
お
知
ら
せ

第
六
期
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師
養

成
講
座
を
、
四
月
に
東
京
に
て
開
講

開 講 日 程
し
ま
す
。
な
お
、
今
回
よ
り
、
地
方

か
ら
参
加
さ
れ
る
方
に
配
慮
し
て
、

講
座
は
連
続
し
た
三
日
間
と
致
し
ま

す
が
、
内
容
は
今
ま
で
と
変
わ
ら
ず
、

以
下
の
要
綱
で
行
う
予
定
で
お
り
ま

す
。
若
干
、
急
ぎ
足
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
分
か
り
や
す
く
解
説

致
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
、

少
し
で
も
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
に
つ

い
て
勉
強
し
た
い
と
お
思
い
の
方
は
、

是
非
、
ご
連
絡
下
さ
い
。

①
関
係
法
規

②
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法

の
基
礎
と
生

4月 11日困 午前10時～午後 5時

4月 12日鰤 午前10時～午後 5時

4月 13日ω 午前10時～午後 4時30分

物
学
的
作
用

③
医
学
総
論

④
光
線
治
療
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
法

⑤
ル
ー
フ
式

マ
ル
チ

・
ア
ー
ク
療
法

に
よ
る
治
療
体
験

⑥
開
院
の
た
め
の
準
備

第
九
回

「光
と
熱
研
究
会
」
の

お
知
ら
せ

医
療
に
関
連
し
た
話
題
の
講
演
や

治
験
例

の
報
告
を
中
心
と
し
た
研
究

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、　
一
般

の
ご
愛
用
者

の
方
も
是
非
ご
参
加
下

さ
い
。
な
お
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

¨
四
月
二
十
日

（土
）

午
後
二
時

場
所

一
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

三
階
会
議
室

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
新
規
に
光

線
治
療
院
を
開
業
さ
れ
た
先
生
方
や
、

既
に
開
業
さ
れ
て
ご
活
躍
中
の
先
生

方

を

紹
介
さ

せ

て
頂

い
て
お
り

ま

す
。

作 募 集 ф

当協合の趣たに賛月され、

サナモア光線療法の普及に

ご協力項ける方、治廉院の

開業を検討なさりたい方は、

おFonい合わせください

サナモア光線治療院

〒153‐0063
東京都 目黒 区 日黒 1-23-11
TEL (03)5759‐ -3710
FAX (03)5759… …3720

＝斎
川
光
線
療
法
所
一一一■
写
菫ｃ

（平
成
十
四
年

二
月
六
日
開
院
）

電
話

¨
〇
四
八
九
―
七
七
―
四

一
〇

一

住
所

¨
埼
玉
県
越
谷
市
大
字
恩
間

六
四
二
―
五

斎
川
　
勇
先
生

交
通

一
東
武
伊
勢
崎
線
せ
ん
げ
ん
台

駅
下
車
徒
歩
十
三
分

院
長

一
齋
川
　
勇
先
生

一
言

一
一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん

の
健

康

増

進

に
役

立

つ
よ

う

が
ん

ば

り

た

い

と

思

い

ま
す
。

″
降
稚
置
げ
―
‥―
‥―
‥」

サナモア光線治療師
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☆
気
管
支
喘
息

症
例
　
５７
歳
　
男
性
　
会
社
員

症
状
　
五
年
程
前
か
ら
、
風
邪
を
ひ

い
た
後
に
、
咳
や
痰
が
長
引
く
傾
向

に
あ

っ
た
が
、
就
寝
中
に
激
し
い
喘

鳴
や
咳
で
目
覚
め
る
頻
度
が
多
く
な

っ

た
た
め
、
病
院
を
受
診
し
た
と
こ
ろ

気
管
支
喘
息
と
診
断
さ
れ
た
。
喘
息

発
作
は
、
内
服
治
療
開
始
後

一
時
治

ま

っ
て
い
た
が
、
風
邪
を
契
機
と
し

て
、
再
び
、
喘
息
発
作
の
回
数
が
増

え
た
た
め
、
親
戚
に
勧
め
ら
れ
て
来

所
し
た
。

療
法
経
過
　
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ

ン
に
て
、

足
裏
２０
分
、
足
関
節
１０
分
、
ふ
く
ら

は
ぎ
１０
分
、
膝
１０
分
、
腰
部
１０
分
、

腹
部
１０
分
を
照
射
後
、
Ａ
Ａ
カ
ー
ボ

ン
に
て
、
背
部
２０
分
、
前
頚
部
１０
分

（集
光
器
を
使
用
）
照
射
し
た
。
治

療
後
、
身
体
が
志
か
ら
温
ま
り
、
呼

吸
が
深
く
楽
に
な

っ
た
と
言

っ
て
帰

宅
し
た
。
翌
日
か
ら
は
、
自
宅
に
て

光
線
療
法
を
開
始
。
朝
３０
分
、
帰
宅

後

一
時
間
の
照
射
を
継
続
し
て
行

っ

た
と
こ
ろ
、
十
日
後
に
は
、
喘
息
発

作
の
回
数
が
減
り
、
痰
も
き
れ
や
す

く
な

っ
た
。　
一
か
月
後
に
は
、
夜
間
、

咳
込
む

こ
と
も
な
く
な
り
、
階
段
昇

降
時
の
息
切
れ
も
認
め
な
く
な

っ
た
。

さ
ら
に
二
か
月
後
に
は
、
喘
息
発
作

を
全
く
起
こ
さ
な
く
な
り
、
快
適
に

☆
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア

症
例
　
５８
歳
　
男
性
　
自
営
業

症
状
　

数
年
来

の
サ
ナ

モ
ア
愛

用

者
。

数

か
月
前
か

ら
、

腰
痛

に
対

し

て
、

自
宅

で
光
線
療
法
を
行

っ

て
い
た
が
、

痛

み
が
強

く
て
仕
事

に
も
支
障

が
出
る

よ
う

に
な

っ
た

た
め
、
病
院
を
受
診
し
た
と
こ
ろ
、

椎
間
板

ヘ
ル

ニ
ア
と
診
断
さ
れ
た
。

医
師
か

ら
は
、

手
術
治
療
を
勧
め

日
常
生
活
を

過

ご
し

て
い
る
。

神
戸
市
　
ウ
エ
ノ
光
線
療
研

上
野
　
健
太
郎
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
七
八
―
三
三
二
―

一
二
五
八

☆
慢
性
胃
炎

症
例
　
４８
歳
　
女
性

症
状
　
数
年
前
か
ら
、
起
床
時
に
胃

も
た
れ
や
嘔
気
を
自
覚
し
、
食
欲
不

振

の
状
態
が
続
い
て
い
た
。
病
院
で

は
、
検
査
を
施
行
し
た
が
、
明
ら
か

な
異
常
を
指
摘
さ
れ
ず
、
症
状
も

一

向
に
改
善
し
な
い
た
め
、
知
人
の
紹

介
に
て
来
所
し
た
。

療
法
経
過
　
最
初
に
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ

ン

を
使
用
し
、
足
裏
、
足
関
節
、
膝
、

膝
裏
、
腰
部
、
背
部
、
後
頭
部
を
各

ら
れ

た
が
、

手
術
を
拒
否
し
、

光

線
療
法
で
治
し
た
い
と
来
所
し
た
。

療
法
経

過
　
最
初

は
Ｂ
Ｂ
カ

ー
ボ

ン
を
使

っ
た
が
、

翌
日
か

ら
完
治

す
る
ま

で
、

Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ

ン
を

用

い
四
灯
照
射

で
治
療

し
た
。

側

臥

位

に
て
、
腰
部
と
大
臀
筋
に
６０
分
。

顔
面

１０
分
、

膝

１５
分
照
射
後
、

後

頭
部

１０
分
、

腹
部

１０
分
、

膝
裏

１０

分
、

足
裏

１０
分
照
射
。

次

に
仰
臥

位

に
変
更
後
、

石
肩
側

面
、

左
腰

部
、

有
膝
側

面

に
同
時

に
１５
分
照

２０
分
ず

つ
照
射
。
次
に
、
Ｂ
Ｂ
カ
ー

ボ

ン
で
上
腹
部

（胃
の
前
方
）
を
３０

分
、
背
部

（胃
の
後
方
）
を
２０
分
、

そ
し
て
腹
部
を
２０
分
照
射
し
て
終
了

し
た
。
翌
日
か
ら
は
、
自
宅
で
毎
日

治
療
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
数
か
月

後
、
在
宅
治
療
に
て
症
状
は
軽
快
し

て
い
た
が
、
し
ば
ら
く
光
線
療
法
を

中
断
し
て
い
た
ら
、
と
て
も
胃
が
痛

く
な

っ
た
と
電
話
に
て
相
談
さ
れ
た

た
め
、
Ｂ
Ｂ
カ
ー
ボ

ン
に
て
、
上
腹

部

（胃
の
前
方
）
を
痛
み
が
楽
に
な
る

ま
で
照
射
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
痛

み
が
落
ち
着
い
た
ら
、
背
部

（胃
の

後
方
）
に
も
３０
分
程
照
射
す
る
こ
と

を
指
示
し
た
。
以
後
、
治
療
を
継
続
し

て
行

っ
て
い
る
が
、
症
状
が
再
発
す

る
こ
と
な
く
良
好
に
経
過
し
て
い
る
。

福
岡
県
春
日
市
　
育
美
健
康
光
線
療
研

山
崎
　
い
く
子
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
九
二
Λ
車
諄
一．一― ‐
一
¨
」
動

射
。

そ

の
後
、

左
肩
側
面
、

石
腰

部
、

左
膝
側
面

に
１５
分
同
時
照
射

し
た
。

さ

ら
に
再
度
、

側
臥
位

に

て
、

腰
部

に
１０
分
追
加
照
射
し
て

終
了
し
た
。

初
回
治
療
後
か

ら
、

明

ら
か

に
腰
痛
は
軽
く
な

っ
た
と

言

い
、

連

日
、

治
療
を
継
続

し
た

と

こ
ろ

、
　
一
か
月
で
腰
痛

は
完
全

に
消
失

し
、

仕
事

に
も
復
帰

し
て

い
る
。

川
崎
市

茎
泉
光
線
栓
福
医

海
渡
　
一
一
百
一氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
四
四
―
七
二
二
―
五
〇
六
七
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時
代

の
変

化

人
類
の
数
百
万
年
に
お
よ
ぶ
長
い

歴
史
は
、
飢
え
と
の
戦
い
で
し
た
。

そ
ん
な
環
境
の
中
、
人
類
は
生
命
を

維
持
し
子
孫
を
残
す
た
め
に
、
乏
し

い
食
事
か
ら
で
き

高
一
一
け
¨
「
一
一
（

自
由
術
を
身
に
付
け
た

衆
岬

の
で
す
。
効
率
を

宝
丁
高
め
る
た
め
に
、

一̈

離

一
”
“
』
け
と ‐ま っ
¨

切

畔

』
市
江
曜
」
∝
貯

サ

帳

］
れ
嗚
裁
％
ｎ
％

こ
の
よ
う
な
身
体

の
し
く
み
は
、
食

物

の
乏
し
い
環
境

で
こ
そ
、
真
価
を

発
揮
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
代
社
会
は

一
部

の
人
と
地
域
を
除
き
、
街
に
は
食
べ

物
が
あ
ふ
れ
、
飢
え
に
苦
し
む
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
交
通
機
関

が
発
達
し
た
都
会
で
は
、
人
々
の
運

動
量
を
著
し
く
減
少
さ
せ
、
カ
ロ
リ
ー

を
消
費
す
る
機
会
を
奪
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、

こ
の
よ
う
な
効
率
よ
く

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
る
と
い
う
身
体

の
仕
組
み
は
、
全
く
裏
目
に
出
て
し

ま
い
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
必
要
以
上
に

脂
肪
と
し
て
身
体
に
蓄
え
ら
れ
、
肥

満
を
生
む
下
地
を
作

っ
て
し
ま

っ
た

の
で
す
。

肥
満

の

評

価

そ
れ
で
は
、
肥
満
と
は
、　
一
般
に

ど
の
よ
う
に
測
定
さ
れ
、
判
定
さ
れ

る

の
で
し
ょ
う
か
。
肥
満
は
、
脂
肪

組
織

の
過
剰
な
蓄
積
と
定
義
さ
れ
る

た
め
、
正
確
な
測
定
の
た
め

に
は
、

体
内

の
脂
肪
組
織
の
量
、

つ
ま
り
体

脂
肪
量
を
測
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
体
脂

肪
量
を
正
確
に
測
定
す
る

の
は
困
難

で
、
費
用
や
時
間
も
か
か
る
た
め
、

身
長

・
体
重
比
に
よ
る
方
法
が

一
般

的
に
な

っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
国
際

的
に
最
も
広
く
普
及
し
て
い
る
体
格

指
数
と
し
て
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ

（ボ
デ

ィ

。

マ
ス

・
イ

ン
デ

ッ
ク
ス
）
が
知
ら
れ

て
お
り
、
こ
れ
は
、
体
脂
肪
量
と
良

く
相
関
し
ま
す
。

（表
１
）

ま
た
、
よ
く
使
わ
れ
る
用
語
に
肥

満
度
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

肥
満
度
は
、
日
本
肥
満
学
会
で
次
の

よ
う
な
算
出
方
法
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
ず
、
最
初
に
身
長
か
ら
標

準
体
重
を
求
め
て
お
き
、
実
測
体
重

と
の
差
が
、
標
準
体
重

の
何
パ
ー
セ

ン
ト
あ
る

の
か
を
、
肥
満
度
と
し
て

用
い
て
い
ま
す
。
こ
の
肥
満
度
が
、

プ
ラ
ス
、

マ
イ
ナ
ス
ー０
％
の
範
囲
を

普
通
と
し
、　
一
１０
％
～

一
２０
％
未
満

を
過
体
重
、　
一
２０
％
以
上
を
肥
満
と

し
て
い
ま
す

）ヽ

（表
２
）

肥
満

と

肥

満

症

こ
の
よ
う
に
肥
満
は
判
定
さ
れ
ま

す
が
、
単
な
る
肥
満
と
い
う
呼
び
方

と
は
区
別
し
て
、
医
学
的
に
減
量
治

表 |:誰でも簡単にできるBMIと肥満度の計算式

BMI=体重 (kg)■身長 (m)■ 身長 (m)

標準体重 (kg)=身 長 (m)× 身長 (m)× 22

肥満度 (%)=(実 測体重―標準体重)■標準体重×100

療
を
必
要
と
す
る
肥
満
を

「
肥
満
症
」

と
診
断
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
本

来
は
、
肥
満
に
基
づ
き
発
症
す
る
病

気
を
主
体
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
、

同
じ
肥
満
度
の
人
が
い
た
と
し
て
も
、

高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
を
合
併
す
る

か
し
な
い
か
に
よ

っ
て
、
積
極
的
な

治
療
の
必
要
も
異
な
る
わ
け
で
す
。

肥
満
は
多
く
の
病
気
を
合
併
し
や
す

く
、
各
種
生
活
習
慣
病
の
前
段
階
と

考
え
ら
れ
、
統
計
で
は
、
肥
満
者
は
、

正
常
体
重
者
に
比
較
し
て
、
約
五
倍

の
高
率
で
糖
尿
病
を
合
併
し
、
高
血

圧
は
三

・
五
倍
、
心
血
管
障
害
は

二

倍
と
い

っ
た
具
合
に
有
病
率
が
高
ま

り
ま
す
。
ま
た
、
米
国

の
生
命
保
険

会
社
が
行

っ
た
調
査
で
は
、
肥
満
度

が
２０
％
を
越
え
る
と
、
死
亡
率
は
正

常
体
重
者
の

一
。
三
倍
と
な
り
、

５０

％
以
上
で
は
三
倍
近
く
も
上
昇
す
る

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
最
近
で
は
、
肥
満
度
だ

け
で
な
く
、
体
脂
肪

の
分
布
に
よ

っ

て
も
、
〈
口
併
症
の
罹
患
率
に
差
が
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

つ
ま
り
内
臓
に
脂
肪
が
貯
ま
る

「
内

臓
脂
肪
型
肥
満
」
で
は
、
糖
や
脂
肪

が
代
謝
さ
れ
に
く
い
た
め
糖
尿
病
や

心
筋
梗
塞
を
起
こ
し
や
す
く
、
女
性

に
多
く
み
ら
れ
る
皮
下
に
脂
肪
が
蓄

積
す
る
タ
イ
プ
は
、
合
併
症
に
よ
る

問
題
が
起
き
に
く
い
の
で
す
。
た
と

え
肥
満
度
が
低
く
て
も
、
腹
部
、
と

り
わ
け
、
腹
腔
内
、
腸
間
膜

へ
の
脂

肪
蓄
積
が
多
け
れ
ば
合
併
症

の
危
険

は
高
く
な
る

の
で
、
脂
肪
の
分
布
に

（六
ペ
ー
ジ

ヘ
つ
づ
く
）

表 2:BMIあるいは肥満度による肥満の判定基準 (日本肥満学会)

判  定 や  せ 普 通 過 体 重 肥 満

BMl 19.8未満 19.8以上24.2未満 242以上264未満 264以上

肥満度 -10%未満 -10%以上+10%未満 +10%以上+20%未満 +20%以上



（五
ペ
ー
ジ
か
ら

つ
づ
く
）

よ
る
判
定
も
重
要
な
意
味
を
も

つ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

肥
満

症

の
治

療

実
際
に
肥
満
症

の
治
療
を
考
え
た

場
合
、
食
事
療
法
と
運
動
療
法
が
中

心
と
な
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
が
欠
け

て
も
継
続
的
な
減
量
は
で
き
ま
せ
ん

し
、
偏

っ
た
食
事
療
法
を
行
う
こ
と

に
よ

っ
て
、
身
体
を
壊
し
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
食
事
療
法
は
、

い
か
に
健
康
に
障
害
を
与
え
な
い
で

体
脂
肪
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
か

に
あ
り
、
①
摂
取

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
設

定
②
栄
養
素

の
配
分
③
食
習
慣

の
改

善
の
二
つ
が
柱
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
運
動
療
法
は
、　
一
般
的
に
、

中
等
度
以
下
の
有
酸
素
運
動
を
、
あ

る
程
度
長
い
時
間
持
続
す
る
よ
う
心

が
け
た
方
が
良
い
よ
う
で
す
が
、
合

併
す
る
病
気

の
有
無
を
考
慮
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
当
然
、
心
臓
病
患

者
の
場
合
は
、
運
動
が
お
よ
ぼ
す
心

臓
に
対
す
る
負
荷
を
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
具
体
的
に
は
、
ウ
ォ
ー

キ

ン
グ
、
軽
い
ジ

ョ
ギ

ン
グ
、
ゆ

っ

く
り
行
う
水
泳
な
ど
が
、
運
動
療
法

と
し
て
勧
め
ら
れ
ま
す
。

肥
満

症

に

対

す

る

光

線

療

法

肥
満
症
の
治
療
に
は
、
無
論
、
食

事
療
法
と
運
動
療
法
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
が
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
に
も
、

肥
満
症
や
合
併
症
に
対
し
て

一
定
の

効
果
が
あ
り
ま
す
く

｝
』
れ
ま

で
、

光
線
療
法
に
は
、
脂
質
代
謝
に
関
与

し
て

コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
値
を
低
下
さ

せ
る
作
用
や
、
精
尿
病
患
者
に
お
い

て
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
を
促
進
し
、

血
糖
値
を
低
下
さ
せ
る
作
用
が
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
（
光
線
治
療
院
で
行
う
ル
ー
フ

式

マ
ル
チ

。
ア
ー
ク
療
法
で
は
、
温

熱
効
果
を
高
め
大
量
の
発
汗
を
促
し
、

新
陳
代
謝
も
促
進
す
る
た
め
、
確
実

に
減
量
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
の
際
、
光
線
療
法
に
よ
り

消
化
管

の
機
能
が
克
進
す
る
た
め
、

ど
う
し
て
も
食
事
の
摂
取
量
が
増
え

る
傾
向
と
な
る
た
め
、
そ
の
点
は
注

意
が
必
要
と
い
え
ま
す
。

肥
満
症
の
患
者
は
、
今
後
さ
ら
に

増
え
、
低
年
齢
化
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
各
種
生
活
習
慣
病
の

前
段
階
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、

決
し
て
、
あ
な
ど

っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
を
継
続
し

て
行
う
こ
と
は
、
肥
満
症
に
対
す
る

効
果
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
生
活
習

慣
病
に
効
果
が
あ
り
ま
す
の
で
、
是

非
、
試
し
て
み
て
下
さ
い
。
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力
を
庭
め
て
病
気
の
予
購
一
治
療
に
効
果
が
協
う

と
の
観
点
に
立
ち
、
太
陽
光
線
に
近
似
し
た
７
ル

ス
ベ
ク
ト
ル
光
線
を
放
射
す
る
サ
ナ
モ
ア
光
線
療

機
の
啓
豪
、
警
及
活
動
〓
努
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る
こ
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で
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民
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サ
ナ

モ
ア
は
カ
ー
ボ

ン
の
芯
剤

を
完
全
燃
焼
さ
せ
る

こ
と
で
最
も

効
果

の
あ
る

ス
ペ
ク
ト

ル
を
含
む

光
線
を
放
射
す
る
よ
う
に
、
正
面

か
ら
カ
ー
ボ

ン
を
ぶ

つ
け
る

正
面

発
光
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
手
動
式

の
サ
ナ

モ
ア
７
号

器

ｏ
８
号
器
で
は
照
射
時
間
が
十

分
強

で
切
れ
、
長
時
間

の
照
射

に

は
ご
不
使
を
お
掛
け
し
て
き
ま
し

た
。

こ
の
点
を
改
良
し
た
の
が
全

目
動
光
線
治
療
器
は

つ
ら

つ
さ
ん

で
、
照
射
時
間
は
５
分
刻
み
で
６０

分
ま
で
設
定
で
き
、
時
間
に
合
わ

せ
て
ジ

ョ
イ

ン
ト
で
き
る
サ
ナ

モ

ア
カ
ー
ボ

ン
を
う

な
い
で
お
け
ば
、

自
動
的
に
カ
ー
ボ

ン
を
送
り

安
定

し
た
光
線
を
放
射
し
ま
す
ｔ

な
お
は

つ
ら

つ
さ
ん

ご
使
用

の

際

に
は
、
安
全
性
を
保
ち
、
事
故

を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
ジ

ョ
イ
ン

ト
カ

ー
ボ
ン
以
外
の
カ

ー
ボ
ン
は

絶
対
に
使
用
し
な
い
で
下
さ

い
。

使
用
上

の
注
意
は
、
「
は

つ
ら

つ
さ

ん
取
扱
説
明
書
」
を
ご
覧
下
さ
い
。
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